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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成25年12月26日(2013.12.26)

【公開番号】特開2012-128689(P2012-128689A)
【公開日】平成24年7月5日(2012.7.5)
【年通号数】公開・登録公報2012-026
【出願番号】特願2010-279856(P2010-279856)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ   3/12     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ  29/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   3/12    　　　Ｃ
   Ｂ４１Ｊ  29/38    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成25年11月13日(2013.11.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２６】
　次に、図３（ｂ）、図３（ｃ）、図４（ａ）及び図４（ｂ）を用いて、各後処理装置の
構成について説明する。図３（ｂ）は、大容量スタッカ２００－３ａの構成を示す拡大断
面図である。大容量スタッカ２００－３ａは、シートの搬送路として、エスケープパスと
、ストレートパス、スタックパスを備える。また、大容量スタッカ２００－３ａは、大容
量スタッカにセット可能な台車を備える。この台車には、伸縮可能なステイを介してスタ
ッカトレイが設けられている。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　印刷装置１００によって印刷されたシートに対して大量積載処理を実行する場合、制御
部２０５は、印刷装置１００によって印刷されたシートをスタックパスを通してスタッカ
トレイに排紙させる。このとき、制御部２０５は、スタッカトレイに排紙されたシートが
排紙されるのに伴い、スタッカトレイに積載されたシートの上面が、スタックパスの排紙
口の高さにくるように、伸縮可能なステイを縮める。それによって、スタックパスから排
紙されたシートをスタッカトレイに積載させることができる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
　なお、中綴じ製本２００－３ｃがトリマを持たない場合には、サドルステッチャ部で製
本されたシート束は、ブックレットトレイから取り出すことができる。また、中綴じ製本
２００－３ｃは、図４（ｂ）のインサートトレイにセットされたシートを印刷装置１００



(2) JP 2012-128689 A5 2013.12.26

から搬送されるシートに必要に応じて添付する。さらに、この中綴じ製本２００－３ｃは
、上流の装置から搬送されたシートを処理するだけではなく、インサータトレイから給紙
されたシートに対して、ステイプル処理、断裁処理、パンチ処理、Ｚ折り処理、シフト排
紙処理、中綴じ製本処理等を行うことができる。例えば、予め印刷されたシート等をイン
サータトレイにセットして、当該シートに対して中綴じ製本処理を実行することができる
。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５２】
　また、例えば、大量積載処理キー７０９が選択された状態で、ＯＫキー７１１が押され
、スタートキー５００３によってジョブの実行開始指示を受けた場合、制御部２０５は、
次のように制御する。制御部２０５は、スキャナ部２０１により原稿の画像データを読み
取り、印刷装置１００によって当該画像データを印刷する。そして、制御部２０５は、印
刷装置１００によって印刷されたシートを大容量スタッカ２００－３ａに搬送し、大容量
スタッカ２００－３ａのスタッカトレイに排紙させる。それによって、ユーザは、原稿の
画像データが印刷され、スタッカトレイに積載されたシートを大量に積載させ、台車で容
易に運搬することができる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１０２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１０２】
　ステップＳ３４０２において、ステップＳ３４０１の「部数指定」のＵＩ画面（図１９
（ｂ））または（図２１（ｂ））で設定した部数が規定数以上（例えば、２以上）である
か否かを判定する。規定数以上である場合には、ステップＳ３４０４の「枚数指定モード
」に進む。例えば、「部数指定」のＵＩ画面（図１９（ｂ））で１０部設定した場合に、
Ｓ３４０４に進む。なお、ステップＳ３４０４の「枚数指定モード」の詳細については、
図１７のフローチャートを用いて説明する。逆に、規定数を下回る場合には、ステップＳ
３４０３の「使いきりモード」に進む。例えば、「部数指定」のＵＩ画面（図２１（ｂ）
）で一部設定した場合に、Ｓ３４０３に進む。ステップＳ３４０３の「使いきりモード」
についての詳細は、図１６のフローチャートを用いて説明する。ステップＳ３４０５にお
いて、当該処理のオフライン処理３を終了する。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１４】
　ステップＳ２７０４において、当該オフライン処理で印刷物（中綴じ製本）の本文の枚
数を設定する。そこで、ユーザが「オフライン処理３」のＵＩ画面（図２１（ａ））の中
から「一部当たりの枚数指定」を選択し、「一部当たりの枚数指定」のボタンを押すと、
「枚数指定」のＵＩ画面（図２１（ｃ））が表示される。「枚数指定」のＵＩ画面（図２
１（ｃ））で一部当たりの枚数を指定する。本実施形態では、２０枚を指定するものとす
る。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】０１２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２８】
　ステップＳ２６０５において、ステップＳ２６０２で設定した給紙段からオフライン処
理で使う用紙を給紙する。本実施形態では、「中綴じ製本処理（本文設定）」のＵＩ画面
図（図１４（ａ））で設定した給紙段は「インサータ」である。そこで、オフライン用の
用紙を、図４（ｂ）の中綴じ製本機２００－３ｃの上部に装着されている「インサータ」
から中綴じ製本機２００－３ｃに給紙する。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１３３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１３３】
　ステップＳ２７０３において、当該オフライン処理４で印刷物（中綴じ製本）を何部作
成するかを設定する。そこで、「オフライン処理４」のＵＩ画面（図２３（ａ））の中か
ら「部数指定」を選択し、「部数指定」のボタンを押すと、「部数指定（枚数指定モード
）」のＵＩ画面（図２１（ｂ））が表示される。「部数指定（枚数指定モード）」のＵＩ
画面（図２１（ｂ））で部数を設定する。本実施形態では、１０部に設定するものとする
。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４３】
　ステップＳ４１０３において、ステップＳ４１０２の「用紙設定」のＵＩ画面（図２５
（ａ））で用紙情報が設定されたか否かをチェックする。当条件設定ではメディア情報の
有無に応じて、「使いきりモード」と「枚数指定モード」の切り替えを行うものとする。
これはメディアによっては、後処理を行うことができない場合があるからである。「用紙
設定」のＵＩ画面（図２５（ａ））で用紙情報の設定がされなかった場合には、ステップ
Ｓ４１０４の「使いきりモード」に進む。ステップＳ４１０４の「使いきりモード」につ
いての詳細は、図１６のフローチャートを用いて説明する。逆に、「用紙設定」のＵＩ画
面（図２５（ａ））で用紙情報の設定がされた場合には、ステップＳ４１０５の「枚数指
定モード」に進む。なお、ステップＳ４１０５の「枚数指定モード」の詳細については、
図１７のフローチャートを用いて説明する。ステップＳ４１０６において、当該処理の「
オフライン処理５」を終了する。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５１】
　ステップＳ２７０２において、「オフライン処理モード５」のＵＩ画面（図２５（ａ）
）には「後処理設定」と「部数指定」と「一部当たりの枚数指定」と「用紙設定」のボタ
ンが表示されている。この中から「オフライン処理モード５」のＵＩ画面（図２５（ａ）
）の中にある「後処理設定」ボタンを押すと、「後処理設定」のＵＩ画面（図１０（ａ）
）に切り替わる。「後処理設定」のＵＩ画面（図１０（ａ））には複数種類の後処理が表
示されている。「後処理設定」のＵＩ画面（図１０（ａ））に表示されている複数種類の
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後処理の中から「中綴じ製本処理」を選択し、「中綴じ製本処理」ボタンを押すと、「中
綴じ製本処理」のＵＩ画面（図１３（ｂ））に切り替わる。「中綴じ製本処理」のＵＩ画
面（図１３（ｂ））の中には「本文設定」と「表紙設定」を選択するためのボタンが表示
されている。まず、「中綴じ製本処理」のＵＩ画面（図１３（ｂ））の中から「本文設定
」を選択し、「本文設定」ボタンを押すと、「中綴じ製本処理（本文設定）」のＵＩ画面
（図１４（ａ））に切り替わる。「中綴じ製本処理（本文設定）」のＵＩ画面（図１４（
ａ））では、オフライン印刷用の用紙を給紙するための給紙段の設定を行う。本実施形態
では、図２４のフローチャートのＳ４１０２において、既に用紙情報の設定を行っている
ので、既に用紙の情報はセットされているものとする。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１５３】
　ステップＳ２７０４において、当該オフライン処理で印刷物（中綴じ製本）の本文の枚
数を設定する。そこで、「オフライン処理５」のＵＩ画面（図２５（ａ））の中から「一
部当たりの枚数指定」を選択し、「一部当たりの枚数指定」のボタンを押すと、「枚数指
定」のＵＩ画面（図２３（ｂ））が表示される。「枚数指定」のＵＩ画面（図２３（ｂ）
）で一部当たりの枚数を設定する。本実施形態では、２０枚を設定するものとする。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６２】
　ステップＳ４５０３において、「用紙設定」のＵＩ画面（図２５（ｂ））を介して受け
付けた用紙設定に基づいて、後処理に制限のない特定メディアが設定されたか否かを判定
する。これは、メディアの種類によっては、後処理が制限される場合があるためである。
「用紙設定」のＵＩ画面（図２５（ｃ））で予め決められていない用紙情報（非特定メデ
ィア）が設定されたなら、ステップＳ４５０４の「使いきりモード」に進む。ステップＳ
４５０４の「使いきりモード」についての詳細は、図１６のフローチャートを用いて説明
する。逆に、「用紙設定」のＵＩ画面（図２５（ｃ））で用紙情報（特定メディア）の設
定がされた場合には、ステップＳ４５０５の「枚数指定モード」に進む。なお、ステップ
Ｓ４５０５の「枚数指定モード」の詳細については、図１７のフローチャートを用いて説
明する。ステップＳ４５０６において、当該処理の「オフライン処理６」を終了する。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１８３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１８３】
　「後処理設定」のＵＩ画面（図１０（ａ））で予め決められていない種類（第２種類）
の後処理が指定されたなら、ステップＳ４７０４の「使いきりモード」に進む。第２種類
の後処理とは、例えば、印刷物の一部当たりの後処理の許容枚数が少ないような後処理が
該当する。ステップＳ４７０４の「使いきりモード」についての詳細は、図１６のフロー
チャートを用いて説明する。逆に、「後処理設定」のＵＩ画面（図１０（ａ））で特定の
後処理が設定された場合には、ステップＳ４７０５の「枚数指定モード」に進む。なお、
ステップＳ４７０５の「枚数指定モード」の詳細については、図１７のフローチャートを
用いて説明する。ステップＳ４７０６において、当該処理のオフライン処理７を終了する
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。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９８】
　ステップＳ２７１０において、ステップＳ２７０５で設定した情報を、図２の制御部２
０５に基づいて、ＲＡＭ２０８に格納された当該ジョブの管理情報を更新する。ステップ
Ｓ２７１１において、当該処理の「枚数指定モード」を終了する。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０２０３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０２０３】
　ステップＳ４９０３において、ステップＳ４９０２の「用紙設定」のＵＩ画面（図３１
（ｂ））を介して受け付けた給紙段設定に基づいて、設定された給紙段が後処理が可能で
ある特定の給紙段であるか否かを判定する。つまり、設定された給紙段が、第２の後処理
を実行する後処理装置に印刷済みメディアを供給可能な特定の供給源（第２の供給源）で
あるか否かを判定する。なぜならば、インサータによっては、特定の後処理にしか使えな
かったり、１つの給紙段しか備えていなかったり、複数の給紙段を備えていたり、製品に
よって様々であるためである。よって、予め指定したインサータによって、後処理の処理
方法を決めておくことができる。「用紙設定」のＵＩ画面（図３１（ｂ））で予め決めら
れていない給紙段の情報（供給源指定情報）が設定されたなら、ステップＳ４９０４の「
使いきりモード」に進む。つまり、設定された給紙段が、第１の後処理を実行する後処理
装置に印刷済みメディアを供給可能な供給源（第１の供給源）が設定された場合にＳ４９
０４に進む。ステップＳ４９０４の「使いきりモード」についての詳細は、図１６のフロ
ーチャートを用いて説明する。逆に、「用紙設定」のＵＩ画面（図３１（ｂ））で予め決
められた給紙段情報の設定がされた場合には、ステップＳ４９０５の「枚数指定モード」
に進む。なお、ステップＳ４９０５の「枚数指定モード」の詳細については、図１７のフ
ローチャートを用いて説明する。ステップＳ４９０６において、当該処理のオフライン処
理８を終了する。
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